
。
わたくしたち...判眠川と手田辺にカこまれ自mとY.!'"には

ぐ〈まれた民孫子町晴民です.
わたくしたちは 園田m司叉化都市をめざす市民として即時

りをもさ当、明日への鞘いをこめて‘ここに市民事aを定めます.
水と緑と土のにおいがいっぱいの 住みよいあUこにし管す
心と休をきたえ 笠き笠きと飽き 停UゆくあUこにします
老人を大同にし 子ど色町夢を司て 事t""あUこにします
ふるさとを愛し 文化を高時 四か'.あUこにします
みん怨で路しあい告まり奄守り 明るいあUこにします

章憲民市

:~f~加工
No.7991991年(平成3年)
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|住民活動災害保障保険制度|
! 積極補語・~事 7 む与
i適齢緬彊酔~ ば手話

j¥ 上 船iiiii
で'守

、ー

あ
しミ

市

長

住民活動中の災害を補償
さ

大
井
一

昭
和
印
年
4
月
か
ら
導
入
さ
れ
た
「
住
民
活
動
災
害
保
障
保
険
制
度
」
は
、
平
成

元
年
度
ま
で
の

5
年
間
で
、

2
9
7件
の
事
畝
を
叙
済
、
約
T
3
2
T万
円
ガ
支
払

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
市
民
ガ
行
う
自
治
会
・
社
会
教
育
・
柱
会
福
祉
活
動

や
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
活
動
中
の
事
故
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
戸
巳
対

し
て
、
万
一
、
演
害
賠
償
責
任
の
問
わ
れ
る
事
畝
ガ
起
き
た
易
合
に
賠
償
金
の
な
ど

の
叙
済
を
行
う
も
の
で
す
。
今
回
は
、
こ
の
制
度
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

害
者
に
対
す
る
援
助
活
動
、
環
境

を
守
る
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
住

民
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
.

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
地
域
社
会

市
内
で
は
、
趣
味
的
サ
ー
ク
ル

や
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
の
ほ
か
、
社
会
教
育
活
動
、

背
少
年
育
成
活
動
、
高
働
者
や
障

を
形
成
す
る
う
え
で
、
な
〈
て
は

な
ら
な
い
活
動
で
す
.
し
か
し
、
活

動
が
活
発
に
行
わ
れ
る

一
方
で、

不
幸
に
し
て
傷
害
の
事
故
が
起
き

た
場
合
の
治
療
費
の
問
題
、
ま
た
、

損
害
賠
償
責
任
が
問
わ
れ
た
場
合

的
補
償
的
問
題
等
も
生
じ
か
ね
ま

せ
ん
.

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
活
動
が
停
滞
し
な
い
よ
う
、
昭

和

ω年
4
月
1
日
か
ら
「
住
民
活

動
災
笹
保
障
保
険
制
度
」
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
全
市
民
が
彼
保

険
者
の
傷
害
保
険
、
対
人
賠
償
資

任
保
険
、
公
共
施
設
管
理
賠
償
責

任
保
険
か
ら
な
り
、
活
動
中
の
ケ

ガ
な
ど
の
治
燃
費
や
Mm害
賠
償
資

任
を
問
わ
れ
た
時
の
賠
償
金
な
ど

目
的
救
済
を
柱
に
し
て
い
ま
す
。

防
施
策
を
定
め
ま
し
た
。
す
で
に
、
一
万

一
、
活
動
中
に
傷
害
な
ど
の

新
規
事
業
と
し
て
、
布
佐
駅
構
上
一

事
故
が
起
き
た
場
合
は
、
羽
田
以

駅
舎
化
、
湖
北
地
区
公
民
館
、
西
部
一
内
に
団
体
代
表
者
名
に
よ
り
、
各

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
雄
松
、
新
木
駅
一
担
当
課
(
下
肥
)
へ
事
故
報
告
魯
を

南
側
土
地
区
画
箆
理
事
業
に
消
手
一

い
た
し
て
お
り
ま
す
.

一

さ
ら
に
、
重
要
施
策
と
し
て
、
我
一

孫
子
駅
貨
物
線
跡
地
へ
の
文
化
施
一

般
の
同
地
位
等
、
早
期
実
現
が
望
ま

一

れ
て
い
る
事
業
の
消
手
に
努
め
て

一

ま

い

り

ま

す

.

一

今
後
、
行
政
需
要
が
増
加
す
る
一

中
で
、
世
界
情
勢
の
動
向
に
よ
っ
…

て
は
、
自
治
体
の
財
政
に
ど
の
よ
一

う
な
影
響
が
で
て
く
る
の
か
思
念
一

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
一

市
職
員
と
も
ど
も
英
知
を
結
集
…

し
、
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
誇
一

れ
る
ま
ち
我
孫
子
市
の
建
設
に
遁
一

進

し

て

ま

い

り

ま

す

。

一

・
6

‘oh』
h
'
'
O
1・
}
』
』
B

，.，‘
.i"

ザコ
お
い
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
リ
の

た
め
に
、
全
力
で
取
り
組
む
決
意

を
新
た
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

き
て
、
二
十
世
紀
末
を
迎
え
、
世

界
が
平
和
に
向
っ
て
い
る
さ
な

か
、
不
幸
に
も
湾
出
岸
戦
争
が
勃
発

し
ま
し
た
。
世
界
を
混
迷
さ
せ
、
国

内
外
の
政
治
・
経
済
は
も
と
よ
り
、

市
民
生
活
に
も
大
き
な
打
墜
を
与

え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

一
日
も
早
い
停
戦
と
其
の
世
界

平
和
の
到
来
を
望
ん
で
や
み
ま
せ

ん
.こ

う
し
た
中
で
、
我
孫
子
市
は
、

平
成
三
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第

二
次
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
す
.

こ
の
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、

引
き
続
き
、
本
市
の
将
来
都
市
像

で
あ
る
『
手
賀
沼
の
ほ
と
り
、
や
す

ら
ぎ
の
ま
ち
』
の
実
現
を
め
ざ
す

本金

み
な
さ
ま
の
温
か
い
励
ま
し
と

力
強
い
ご
支
援
に
対
し
、
心
か
ら

感
鮒
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
の
四
年
問
、
活
気
と
う
る

...職員の出迎えに両手を上げ
てこたえる大井市長

。存

交通 災害
見舞金制度

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

事
故
報
告

書
は
、
広
報
広
嶋
疎
市
民
相
械
係

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

傷

保

害

市
内
に
活
動
の
拠
点
を
置
き
、

5
名
以
上
で
組
織
さ
れ
た
住
民
団

休
で
、
活
動
(
自
治
会
、
ス
ポ
ー
ツ
、

社
会
教
育
、
社
会
一稿
祉
活
動
等
)
中

の
不
測
の
事
故
に
よ
リ
、
参
加
者

が
死
亡
も
し
く
は
、
ケ
が
を
し
た

場
合
の
保
険
。

。
保
障
金
額

*
死
亡

2
0
0
万
円

*
後
遺
傷
害

6
万
円
1
2
0
0

万
円

*
入
院
(
目
額
)
。

1
5
0
0同

(事
故
日
か
ら
1
8
0
日
が
限
度
)

本
通
院
(
日
額
)
:
1
0
0
0
円

(
市
中
散
白
か
ら
1
8
0
自
の
聞
で
、

災
際
的
通
院
日
数
的
日
が
限
度
)

入
院
、
通
院
と
も
事
故
白
か
ら

起
算
し
て
7
日
絞
過
後
も
そ
の
状
態

に
あ
る
場
合
に
支
払
わ
れ
ま
す
a

対
人
賠
償
責
任
保
険

住
民
活
動
中
に
、
参
加
者
ま
た

は
第
三
者
の
生
命
や
身
体
に
組
問
答

を
与
え
、
住
民
団
体
ま
た
は
育
成

市
で
は
、
不
幸
に
し
て
交
通
事

故
に
あ
わ
れ
た
方
の
た
め
に
、
交

通
災
害
見
舞
金
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
@
万
一
、
交
通
事
故
に
あ
わ
れ

た
ら
、
早
め
に
申
鮒
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
.

V
申
賄
期
間

交
通
事
散
の
発
生

し
た
白
か
ら
1
年
以
内

¥、
I
f-
-
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
J
/

一

が

期

大

早

け

。

は

く

付

す

口

べ，

け

ま

窓

る

受

り

の

な

の

ま

暑

は

告

始

務

告

申

ら

税

申

う

定

か

と

。

よ

碓

日

る

す

し

の

今

な

ま

ま

税

ょ

に

し

せ

得

い

近

雑

ま

所

よ

間

一i
済

い

限

変

〈圃

険

者
等
が
法
律
上
の
損
害
賠
償
責
任

を
負
担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
被
る

損
害
を
て
ん
捕
す
る
保
険
。

。
保
障
金
額

*
被
害
者
1
人
に
つ
き
限
度
額

2
0
0
0
万
円

(
1
事
般
に
つ
き

1
惚
問
が
限
度
)

公
共
施
設
管
理

賠
償
責
任
保
険

市
町
所
有
す
る
各
械
公
共
施
設

の
構
造
上
の
欠
陥
あ
る
い
は
管
理

上
の
不
備
が
原
因
で
生
じ
た
事
故

に
よ
り
、
容
加
者
ま
た
は
第
三
者

の
生
命
、
身
体
に
損
害
を
与
え
、
波

律
上
負
担
す
る
賠
償
資
任
を
て
ん

制
す
る
保
険

。
保
障
金
額

対
人
賠
償
資
佳
保
険
と
同
じ

事
故
報
告

問
い
合
わ
せ
先

曹
自
治
会
活
動
等
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
課
包
(
邸

)
1
1
1
1

V
社
会
福
祉
活
動
等
高
齢
者
縞

祉
税
、
際
寄
稿
祉
制師
、
厚
生
概
念

(筋

)
1
1
1
1

V
社
会
教
育
活
動
等
教
育
袋
員

会
社
会
教
育
棟
宮
(
釘
)
1
1
5
1

V
ス
ポ
ー
ツ
活
動
等

教
背
番
只

会
休
育
秘
密
(
お
)
1
1
5
1

V
申
絢
資
格

事
故
の
あ
っ
た
自

に
我
孫
子
市
に
住
民
登
録
し
て
あ

る
人
。
た
だ
し
‘
災
害
者
の
無
免
許

運
転
、
飲
酒
辺
転
、
犯
罪
行
為
、
放

経
ま
た
は
盛
大
な
過
失
お
よ
び
宍

既得槌@自彊申自
災
な
ど
に
よ
り
災
魯
を
受
け
た

場
合
に
は
、
支
給
し
ま
せ
ん
。

申
制刷
用
紙
は
、
市
役
所
市
民

生
活
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

0

・v問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
棟

婦見 1唖 ，見竃 予E 彊

金 lli 金 亡 額

侮書拾則館 ら6見 亡者たし 情死の亡
か 事生需

1問と車 jji害~ 災
間に 以内月 町

係 U 合同 書
るグ〉カ・ つ 日

てか 。3

以内 議的; 上以実前

か以内月6・肱車位当ら
区

開
列"官

日 分

4主 E主
10 11 lニfJ'
日 円 叱 前

す 1を剛 o1 
71E1l有eをrL司tL3P8 J 

る8組並円円elUニ
与カて門会

万 Hlを日。EtStfえる品aT28bi 6f九，LJ つミ1. る品つ1計"

1'1 zh 12.葺百京f族k総'~ ~! し 翻

と H。事hf.o0 50 時五

.支給される見舞金

裂
が
ω
蛾
H
敏
と
は
、

当
ωu
m仏
似
に
依
る
入
院
時
代
ぴ
通
院
に
W
促
し
た

H
'
r
ー、 今日から受付けを開始

383 対反立十9色用米軍機イ史の~~ 基ts 下
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。 職員手当 職員に支給される主な聡只手当町内容(平成2判月 l日現在)

|市臓員給与の公表 l区分 現孫 子 市 国

0配偶者 16.0凹円 O配偶者 16.凹O問

扶 O配偶者以外町欽猿観桜 O配偶者以外的朕挺阻峡 我孫子市職員の給与等の実態を市民のみなさんにご理解いただ〈た的、そのあらま Lを

2人まで I入札500PJ 2人まで 1人 4，5凶円 次のとおりお知らせします。市被員の給与は、『地方自治法」、「地方公務員法』に基ついて
養 3人目から I人 1，000円 3人目から l人 1，000円 制定 Lた「我孫子市一般職の職員の給与仁閲する条例』や r我孫子市特別験の給与等に閃

手
O配偶者のない段目的扶養続族 0配偶者向ない聡民的怯波観肱 する条例」およひ'その他の給与条例・規則によって支給されています。年お、給糾、手当

i入10，500円 l人¥0，5∞円
の額については、固と比較するため政正前のbのです。 =人事課=

当 00)子文干涼畦町扶義組峡

l人16.0朗円
。 人件費 {平成元年度普通告針決界):人件!tBIこは特別穏に支給される給斜.組闘を含みます.

01，庁事町柚合{車1tI0，曲O阿を姐える場 01借家町場合(家ItIl，凹O阿世組える喝

住 告に限る} 告に限る)
住民基本古級人口 歳 出 額 (A) 実質収支 人件費 (B) 人件費車(B/A)

{平血2'1'-3月316現在}
耳目的舗に応じて22，回0円を限度に主 車質的舗に応じて21，0(川内を限度に支 人 千円 千円 千円 9込

屠 S告 給 119，862 21，867，972 936，058 6，462，319 29.6 

手
O自宅的場合 O自主的羽合

世ftf王 5，000円 1.000lq (輔集取m正S尋問2，500円) Tj)考
当 O同磨町場合

普職員通l告人針当に。町お住け民政る2，000円 職貝のみ人件費 職貝のみ人件R率

O電車。パスを利用する場合 0屯Ifl.パスを利用する羽合
{.阿 % 

我孫子市 127人
5，066，572 23.2 

通
定期代30，000円までli金額主姶.それ 定期代30，曲O円までは企額支給.それ 28市平幼 119 

動
を組える節分は.組える首1町半額支給 を超える都骨li.却える舗の半額支給

手
(S号制O円を限度} (5.000阿を限I~)

む 織員鉛与費 (平成2年度普通会計当初干算) 槍只手当には退駿平当が含まれません。OJ験周期等をflJmする場合 0泉町駅I!fをI'Jfflする場合
当 通勤距偉場に応じて4，400同-18.950 通勤距邑等に応じて2，回O円ー14，回O 職貝数 給 与 1t 1人当たり

円を主枯 円を支給 (A) 給 料 職貝手当 朗末・勤勉手当 計 (B) 給与費(B/A)

期末
(平成π年庫支給割合) (平底冗年度宜飴割合} 人 平岡 千川 -T阿 千'" 千円

制*'1"当 勤勉千当 JlJI米乎畠 勤勉手当 937 3，018，806 918，394 1，457.675 5.394.875 5.758 

勉勤
6月朗 1.5月骨 0.6月分 6月期 1. S月骨 0.6月分

12月剣l 1.9月骨 0.6月分 12月期 1.9月分 0.6月分 ， 

手当
3月則 0.5月骨 3月期 0.5月骨 Qli員の平均絡料月額、平均i8与同額および平均年齢 {平成2年4月 1日現在}
E十 3.9月分 1.2月分 計 3.9月分 1.2月骨

(:R館事) 自己都合 勧員定年 {宣給率) 自己掛合 勧異・定年 区分
一般行政験 妓能労務圏直

平均給料月額平均給与月額平均年飴 平吻給料月額平均給与月額平均年働

週
勤続20，事 22.8月骨 38.0月分 勤続 20年 21.0円分 28.815月骨

"1 同 1'1 "1 
勤続25年 34.5月升 49.0月骨 動段25，手 33.75月分 判。5S月分

襲孫子市 260， 186 336，517 36歳10か月 268.757 336.420 44歳I1か月

験
動様 3S年 51.5月分 69.5月分 動段 35，事 47.5月骨 62.7 月分

最高限度 60.0月分 69. S月分 最高限度 目.0月分 62.1 月骨 Iq 内

手 そ町他的 定年前早期退職持別措置 その他的 定年前早期退職特別指置
国 253，950 39歳2か月 235，904 m置。か月

加算品置 ( 2%-20%の加拝) 加算処置 (2%-20%町加算}
県内28市

PI 内
当 267，700 38歳0か月 251，900 46歳1か月

過聴時 舶奨 ・定年過聴者 退職時
l号陣

平 均
特別舟 U 2号拍 特別昇傾 企陪与月舗とli.月々宜桔きれる拾科且日田貝手当{剛米勤勉手当退聴手当を除〈企て町手当)丹合計をいいます.

...迅輯乎当についてH、千襲県市町村総合泌務組合内退職手当晶冊で主拍車が定められています.

事量 碩 手 市 圃 @ 蹴貝の初任i8 一般行政聡

(平成2年4月1日現在) 区 分
器用問宗事回月世‘I! 

給料、扶益手当、管理験手当 給料、扶養手当、管理臓手当
初任給

銅盤手当 の合計円10%. 1人当たりの の合計に一定車(J也被により
学校卒業後、直ちに

大学卒 146，500問 161. 000阿
平均支給月額27，080円(平成 3%-10%) を衆じた額

探用された者の初任給
寝 E草子市

元年度決算) と、その後引き続き 2 高校卒 121. 700阿 132，100円
年!日l勤務したときの給

区 分 全 職 種
料月額 大学卒 146，600円 161. 000円

園
冨

聴貝全体に占める手当支給機貝の割合 53.9% 高校卒 106，600円 113.500円

支給対象聡只 1人当たり平均支給年制 53.709肉
大学卒 139，489円特殊勤務

手当の種類{手当数) 25 県内28市平均
手 当

直間勤務争当.荷備作章 高校卒 114.900円

{平.毒年8:iU) 支給額の多い手当 手当保育乎当、llU華字
代表的な手当の 当、肱術開園乎告

名 羽: !f.(内戦貝に支給 夜間勤務手由、情帰作!I. @ 職員の学歴別、経厳年蚊別平鈎鎗料月額 (平成2判月 1日現在)

されている手当
手当、保育手車、悦務手
当.技術磯貝手当 経量産年数10年 経験年数15年 経政年数20年

区 分
給事ヰ月額 給 料 月 額 給 料 月 額

63 年度 支 給 総 額 226.672干同
大 学 卒

(決算)
221，642同 265.800円 333，488円

時間外 聡貝 l人当たり支給年額 247千円 一般行政職

勤務手当 平成元年度 支 給 総 額 229. loa千円 高 校 卒 189.580同 247.700円 284.354円

(決算) 職只 l人当たり支給年額 245千問 技能労務職 高 校 卒 184.600阿 239.600円 274.464円

ι特別職の線酬等の状況

企経民年世止は、学位本章iの圭直期まるに市に採用され.引き純き勤務Lτいる油会に同採用1量的年散をいい.保m前にR
問医等町ある場合にはそ 附を換flL、録用性の年数に加算した1ft止をいいます.

区 分 fL成 2年1払 1 日適III~ 期(平成元末年度支手給割合)
当 C一 般行政臓の級別職員敏の状況 (平氏2判月 1日現在)

区 分 1 1.¥ 2 U. 3 Iil 4 級 5 I.l 6 眼 7 級 8 0 計
市 長 820.000円

/ 担割接的な"-lJ内耳 主事抽 主司区 主任主砲S 主任 保証 埠!k筒It 謀長 部長

助 役 710.000円

6月1切 2.1月分
人 人 人 人 人 人 人 人 人

扱 民 世 24 107 190 60 116 19 35 22 513 
収入役・教育長 640， 000円

12月期 2.5月分 % % % % % % % % % 

水道事業管理者 620， 000同
柵 成 比 4.2 18.7 33.2 10.5 20.2 3.3 6.1 3.8 l叩

3月期 0.5月分
l'事前向 '‘ 

% % % % % % % % 
E量 長 455.000円 参 構 庇比 4.8 17.9 33.7 11.3 19.5 3.4 S.3 u l同

計 5.1月分 % % % % 。〆，・， % 
;;[Ij 議 長 405.0001'l 考 5年前向

7.5 ωl 20.0 6.9 2.5 ¥00 構成比

議 只 380.000同 企輯H数li、貌孫子市町結争条例に基づ〈崎持者向紐区分による b町て"1， ~.慨主事的な睡務内容はそれそ・れ町岨に舷
当する代去的な職名です.
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人
禍
械
情
岨
養
只
は
市
内
に
5
人・

市
長
の
推
せ
ん
を
受
け
、
法
務
大

臣
か
ら
後
嘱
さ
れ
た
人
た
ち
.

起
し
を
す
る
と
安
心
す
る
ん

で
し
ょ
う
ね
.
だ
れ
か
に
賂
し
を

す
れ
ば
.
少
し
は
気
が
晴
れ
る
ん

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
話
す

の
は
田
中
批
純
さ
ん・

田
中
さ
ん
は
昭
和
幻
年
、
香
取

郡
香
西
地
区
で
保
税
司
に
養
嘱
さ

れ
た
の
を
始
め
、
我
孫
子
で
は
拍

年
か
ら
京
高
地
区
内
保
被
司
、
灯

年
か
ら
市
民
生
倭
員
を
廃
任
。
日

年
に
は
人
情
掩
純
委
只
に
。
そ
し

て
3
年
前
か
ら
は
我
孫
子
市
‘
相

市
、
初
出
陶
町
内
人
抽
出
叩
柑
晴
香
員
同

名
で
組
織
す
る
協
汲
会
的
会
長
を

J
U
Uめ
て
い
る
。

人
的
印
象
は
、
径
の
色
や
形
で
な
栂
類
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
・

随
分
と
変
わ
る
も
の
で
す
@
特
に
、
永
久
染
毛
剤
・
ジ
ア
ミ
ン
系
化
合

こ
の
ご
ろ
で
は
染
毛
剤
の
種
類
も
物
を
含
む
第
1
剤
と
、
酸
化
剤
を

増
え
、
ま
た
染
め
方
も
簡
単
に
な
含
む
第
2
剤
を
混
ぜ
て
使
う
タ
イ

り
、
だ
れ
で
も
手
軽
に
利
用
で
き

プ
で
、
長
持
ち
し
色
調
も
見
沼
@

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
半
永
久
染
毛
剤
・
数
囲
内
・
ン
ャ
ン

染
毛
剤
町
生
鹿
訟
は
こ
の
凶
年
プ

l
に
耐
え
ら
れ
る
が
、
色
が
阪

に
倍
増
し
.
利
用
者
は
1
0
0
0

ら
れ
る
こ
と
と
碩
皮
が
染
ま
っ
て

万
人
以
上
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
し
ま
う
の
が
欠
点
・

す
・
こ
れ
に
伴
い
皮
瑚
が
か
ぶ
れ

一
一
時
染
毛
剤

・
袋
町
岩
商
に
色
紫

た
、
目
に
出
問
答
が
起
こ
っ
た
等
の
を
付
渚
さ
せ
る
も
の
で
‘
シ
ャ
ン

苦
情
も
地
え
て
い
ま
す
。
プ
ー
の
た
び
に
色
落
ち
す
る
.

で
は
、
絵
毛
剤
に
は
ど
の
よ
う

3
種
類
の
染
毛
剤
町
中
で
、
か

よ
れ
は
般
化
染
料
を
使
っ
て
化
学

反
応
を
利
用
し
た
永
久
染
毛
剤
に

よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
.
ま

た
、
自
の
炎
症
は
軟
化
剤
に
用
い

ら
れ
て
い
る
ア
ン
モ
ニ
ア
に
よ
る

も
の
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
.

か
ぶ
れ
を
防
ぐ
に
は

耳
の
喪
や
院
の
内
側
に
染
毛
剤

的
混
合
法
を
つ
け
、
川
町
時
間
後
に

反
応
を
み
る
パ
ッ
チ
テ
λ
ト
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
.
異
常
が
あ
れ
ば
こ

〈
事
務
所
等
の
冷
頃
房
、
ち
ょ
っ
と
し
た

工
夫
で
快
適

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
v

開
発
を
免
れ
た
賞
温
な
自
仲
間
と

も
い
え
る
雑
木
林
に
入
る
と
‘
低

2
月
は

『
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
』

尚
子
供
ヘ
dm
お
く
り
也
A
W

の
タ
イ
プ
の
慰
問
山
内
使
用
は
や
め

ま
し
ょ
う
。
メ

l
方

l
を
替
え
て

も
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
@
い
つ
も

使
っ
て
い
て
何
で
も
な
い
か
ら
と

安
心
し
な
い
で
、
毎
回
必
ず
パ
ッ

チ
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

m

年
目
に
か
ぶ
れ
が
出
た
と
い
う
人

も
い
る
の
で
す
.

注
意
す
る
こ
と

①
使
用
説
明
替
を
事
前
に
よ
〈
税

人
権
擁
護
も
国
際
化

毎
月
1
回
、
市
役
所
で
行
う
人

補
相
般
に
訪
れ
る
方
は
‘
年
間
約

ω人
で
‘
自
宅
で
受
け
る
相
秘
も

年
間
約
同
人
ほ
ど
.

最
近
の
相
砧酬で
は
、
土
地
内
境

界
争
い
や
隣
家
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、

そ
し
て
‘
崎
山
‘
姑
的
問
題
な
ど
、
そ

の
内
容
は
幅
広
い
・
こ
う
し
た
悩

み
を
親
身
に
な
っ
て
相
級
相
手
と

な
る
。人

格
問
胞
と
い
え
ば
、
部
苦
情
追

加
や
人
権
の
侵
害
。
「
こ
う
し
た
問

題
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
日
本
人

同
士
の
こ
と
。
話
し
合
、
え
ば
分
か

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」
と
語

る
ま
た
‘
こ
れ
か
ら
は
入
植
の

差
別
と
い
っ
た
国
際
的
な
問
題

が
多
く
な
る
と
田
中
さ
ん
は
い

う
.
「
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
も
外

国
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
か

ら
ね
」
.

E

ん

モ

フ

し

た

問

題

に

は

、

鞍

ιさ

一

番

人

を

よ

〈

研

究

し

、

協

九

四

阿

日
本
人
と
同
じ
よ
う
に
お

彊

'

刊
れ
い
削
つ
き
合
い
を
し
て
い
く
こ

一号

;

ょ
量
冨

と
で
す
-

護

め

り

EE--
干

」

擁
務

hy
Z
作

趣

味

は

説

資

夏

場

は

権

を

い

同

『

健
般
の
た
め
に
と
野
菜
づ

人
長

2
4

く
り
に
励
む
・
傾
向
崎
県
生

柏

会

I
Z--
円
相
個

ま
れ
。
僧
侶
、
%
成
。

室
組
般
定
は
控
え
目
に

不
要
不
危
な
O
Aぬ
器
の
ス
イ
y

チ
オ
フ

照
明
鴇
日
悼
の
お
手
入
れ
を

(
東
京
従
カ
柏
営
業
所
)

木
で
.
光
沢
の
あ
る
常
緑
町
殺
を

付
け
た
ネ
ズ
ミ
モ
チ
に
よ
く
出
会

、フ
ネ
ズ
ミ
モ
チ
の
花
開
削
は
六
月
頃

で
‘
悲
先
仰
び
た
枝
先
に
白
色
町

小
花
を
密
生
さ
せ
て
美
し
い
.

つ
〈
ば
ひ
に
宮
市
花
の
曾
や

女
A
H
花

月

斗u
aて
い

泌
名
の
「
女
貞
」
と
い
う
の
は
、

ほ
ん
と
う
は
中
国
原
産
の
ト
ウ
ヰ

む
.

②
染
毛
と
次
の
室
内
側
盟
、

慢

3
3
4
週
間
以
上
あ
け
る
。

民
国
&
巾

審
請
が
自
に
入
ら
な
い
よ
フ

阿

弥

金

に
注
意
し
、
つ
け
た
ま
ま
入
浴
し

U
川

弘

ω

ない.

、ヲ
s
b

霊

祭

惑

い

号

室

は

避

け

齢

捗

る・

年
滑

⑤
ア
ン
モ
ニ
ア
央
主
く
す
る
た

高

聖

書

警

訓

練

の

受

精

修

了

者

め
、
染
毛
を
す
る
場
所
の
換
気
に

ー

『

同

V

支
給
額
ド
印
焼
以
よ
・
:
入
学

白
川
を
つ
け
る
.

E

料
、
受
諸
問
料
の
合
計
額
の

2
分
の

⑥
美
容
院
を
利
用
す
る
時
は
、
体
資
格
取
得
、
専
門
的
知
織
の
習

1
の
額
(
M
万
同
を
限
度
)
*
日
放

質
や
髪
質
を
よ
く
知
っ
て
い
る
償
得
の
た
め
に
勉
強
さ
れ
る
方
は
.

未
満
:
・
入
学
料
、
受
締
料
的
合
計

れ

た

底

を

選

ぶ

.

沼

周

促

進

事

業
聞
か
ら
奨
励
金
が
甜
酬
の
4
分
的

1
の
額

(
5万
同
を

以

上

の

こ

と

に

注

意

し

て

、

染

受

け

ら

れ

ま

す

.

限

度

)

毛
剤
を
上
手
に
利
用
し
、
若
々
し

V
対
象

必
地
以
上
の
以
用
保
険

V
問
い
合
わ
せ

干
業
服
用
促
進

〈
お
し
ゃ
れ
を
縦
し
み
ま
し
ょ
、
三
的
被
保
険
者
で
、
自
分
で
入
学
料
、
セ
ン
タ
ー
E
0
4
7
2
(伺
)
7
7

(
市
民
生
活
課
)
受
悌
料
を
負
担
し
、
労
働
大
臣
指

6
6

相

thu

h

F
'Z

「
我
孫
子
市
史
民
俗
文
化
財
ワ
、
地
元
町
習
俗
、
伝
説
、
生
活

一

一

信

戸

時

綿

」

高

官

で

、

需

品

て

い

雲

古

代

表
的
な
民
家
昌

一

札

W
阻円

陣
陶
阻
叩

開r

，

ま

す

・

造

、

農

具

、

民

具

、

先

人

連

の

残

一

一

化

副

主

こ
の
本
は
5
人
的
担
当
執
筆
し
た
金
石
文
、
各
地
区
五

一

一

文

則

』

が
中
心
と
な
り
、
長
年
に
わ
た
っ
や
寺
院
に
伝
え
ら
れ
る
縁
起
や

一

af

-
-
F
E・
て
古
老
を
は
じ
め
市
民
の
方
々
に
神
仏
像
に
至
る
ま
で
、
我
孫
子

一

一

倍

岡

町

主

主

管

官

、

実

地

に

鯛

で

く

ら

す

人

達

に

密

接

し

た

内

ム

↑民

別配

1
I
14
査
し
た
資
料
を
も
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
子

一

1
・

副
切
司
岨
I

J
!

?

↑一
と
に
編
集
さ
れ
ま
ラ

1
口
絵
を
は
じ
め
、
今
で
は

同タ

(『削
礼
話
題
uHUV一
し

た

・

な

か

な

か

自

に

し

な

く

な

っ

た

，

4
H
q

T
祐

司

汀

リ

ー崎

で
一-
』

=

民
俗
‘
ロ
承
文
も
の
や
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
も

一

ヴ
ナ

イ

ト

凶

叩

日

I
W判

ih
芸、
民
家
と
民
具
、

の
な
ど
、
告
な
写
真
、
躍
で

一

孫

a
a
e
!ー
l

器

の

文

化

財

解

説

z
i--?

臥九

Aafa
di
一a
社
と
寺
の
文
化
財

0
0
0同
.
市
内
協
力
持
底
、
市

『

一

dp辺
町

5
繍
か
ら
な
史
編
さ
ん
季

語

中

。

泊同~a~~号

ネ23E三号手
(も〈せい科)

ズ
ミ
モ
チ
の
こ
と
だ
が
、
こ
の

句
に
は
花
の
風
怖
が
よ
〈
表
さ

れ
て
い
る
。

秋
に
な
る
と
細
長
い
果
実
が

で
き
る
が
、
十
一
月
頃
に
は
紫

黒
色
に
熱
し
て
瓜
の
狩
そ
っ

く

り
に
な
る
.

ま
た
‘
識
や
樹
皮
が
モ
チ
ノ

キ
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

ネ
ズ
ミ
モ
チ
町
名
を
貰
っ
て
い

る。
こ
の
木
は
庭
木
や
生
垣
と
し

て
利
用
さ
れ
る
@
公
聞
や
団
地

に
は
、
こ
れ
よ
り
誕
の
大
き
い

ト
ウ
ネ
ズ
ミ
モ
チ
が
よ
く
山相殺

さ
れ
る
。

果
実
は
野
鳥
に
好
ま
れ
る

が
、
こ
れ
を
煎
じ
て
飲
む
と
強

壮
剣
と
な
る
.

(
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
)

健
脚
を
競
う

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
結
果

-
月
幻
日

(目
)
、
恒
例
の
新
容
。
小
5
{
日
同
)
男
子
・
背
柳
俊
基

マ
ラ
ソ
ン
が
湖
北
台
を
中
心
と
し
(
第
四
)
《
5
分
日
秒
4
v
女
子
・

て
開
催
・
川
畑
、

3
・師、

5
畑、

ω
木
川
亜
希
(
新
木
)
〈
5
分
ぬ
秒
日
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第799号

平成3年 2月1日現在人口121.201人(+992人〕
〈対前年比) 男60.852人 女60.349人

*世手軽量~39. ∞2世帝(十959世串)
-市役所本庁 85-1111
・つくし野支所 84一氏犯1

I ~湖出支所関即唱
。湖 北 支 所 88-2111
・布佐支所 89-2お8
・敏育霊員会 85ー竹51
.7]<. 道局 84-01竹
・消防署 84-0119
・少年センター 84一泊∞
，保健センター 87-1131
・市 民 会 館 84-33竹
帽中央公民館 82-0515
・胞の悔物館 85-2212

市民体育館 87-1155

市民図.館本館84ー竹10 湖北色

分館87-3缶5 布佐分館関-1311
弱齢図.館 87-ω0自
都市改造事務所 85-1171
身体障富者福祉センター 88-0141
あらさ園 88-4188
つ つじを 88-0123
生活環目電線〈浄化憎)87-2379
〈コミ)87-∞15(し尿)88-2547
布佐南近隣センター 89-3740
天王台北近隣センター 82-9988
恨戸近隣センター 83-5お3
市民センター痔83-7722 湖北

台88-9927 布佐89-1193

i~ Q)~ 己主
|消費生活講座|

務 tffo'ζ

|中級英語会話ヴトブ生|
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教育委員会開催
惨日時 2月26日〈火〉午後 f時

惨燭所 叡育蚕員会会館室

炉問い合わ世 主主育委員会総務

課

iE守5監視区域の再指定|
2月 T自力ら我孫子市は、 図工

法に基づく監視区観に再箔定され

「高齢者等実l!1l意向調査
報告書」の無料配布

広報2月 1日号で慨要をお知ら

せし疋「高腕番号事実態意向調査報

告笛」をこ.希盟の万に配布します。

砂配布部畝 1SO!il(先笛煩〉

惨配布担所ー問い合わ世高齢者

福祉保老人福祉係

i相続登記無料相談|

耳目10持ガら11時初分

砂揖所中里宵年館

修学習自 由月第 1. 3日曜日午 ましだ。対象面積以上の土地取引 砂期間 2月初日〈木〉まで

惨指定期間早成 3年 2月 T臼力 砂問い合わせ干葉司法富士会相

安部我孫子地区宮(82)2033

1ハンターの皆さんへ|
猟朗la2月15日で終わりまし疋。

猟期終了後、自宅に保管してい

た猟銃や残火繋の盗艦、紛失とい

~!II師 彊+自民〈中国人留学生〉

をされる万は市に届出ガ必要です。 ~II所 干習慣司法笛主会各事務所

ら平成5年10月31日

砂会費用2.α刃向 砂届出対象画慣 2∞平方メート

惨連絡先久米合(88)2953 ル以上(市街化区顕内〉

|きνfazvs-lf問い合わ世都市計画課 | 

|4月から文化連盟講座開講|
砂日時 4月 9白から平成4年 3

月までの白週*・金曜午後5時か

ら7時(8月は除<)

砂困層所 岡田屋文房具后 3階

この春、、新しい自分発見、、 l己チ つ定事件事叡の発生は百年後を

ヤレンジしてみませんか。 絶たず、犯罪に慈周されるケース

文化連盟鵠座ガ、内容をさらに も珍しくありまぜん。猟銃の保管

充実させ 4月から開演します。 索 管理lま万全にレ、残火難は早めに

~対象 新小学 4 年生〈先曽句名〕 晴らしい仲間と新しい飽昧の世界 勉冒してください。〈或孫子警察署〉

同容鯛経腕ガ酬や生活 をひろげましょうa 樹齢詳細、 ⑩⑧の話")(題;
などを指導します 申し込み万法等については、 3月 丈夕、こノ、ιノモヨノて竺三/

砂費用 月お∞円〈教伺買等実費 1B雪の広報であ知らぜします。 。小熊ハ)[.，儀〈湖北台〉から簡留者

砂開問予定調座書道、茶道、 油 の罰11練用にとお手玉220個の電胞12噌古文書解読講座I~ま叡722322L 年3 給、氷墨画、師、留、接工芸、 ガありましだo

'日開 2月23白から 3月23白ま 月20日までの箇月第 1. 3金曜午 フランス刺しゅう、パン.~占土工 。女性合唱団LeMere織から社

での箇週土踏午後T時30分から3 後 T時30分から 3時30分〈日 月は 芸、手鰐ゐ、七宝焼、戸 トフラ 全編干l!:錨設建備基金!こと2万1ω4

0テーマ近隣との受僚の仕方A 筒泊分 除く〉 ワ一、パンフラワー、短敵 同の寄{甘かありまし疋。

8C (受講嗣l絢〉 惨姻所中央公民館 砂渇所主主孫子第一小学僚開銀室 砂問い合わせ社会事宮育課 。商工会婦人部僚から技会福祉節

:zz〈JJ2222:TLZ?岡田耐氏伺史編さん :222?27m円(3ロに分 |供託制度施行百周年 | 3器お;zzrr
~!II師 稲窟勝彦氏(元NHK戸 惨 定員先祖鈎名(受腕無料〕 納、教材質管含む〕 供鹿市制度は、平成3年 1月 1目 。グループボルスター(ポランテ

砂申し込み・問い合わぜ 電話で

市史姐さん室n(85)2481へ

。テーマ住まいのトラブルA8 ~ liI r....li r'_.li 
性JIILII : :JII~I C(受鵠無料〉 恰~\::.:..JI~\ョー~

誤 認益法ずか|柴崎 少 年 鍛 会 会 員 | 器 禁ぷなよ27232zzzzz
'講師木元錦哉氏〈明治大叡侵〉 砂 練習目白週主砲午後 3防部分 倒戚孫子市シ)[，，1¥一人材センタ る定めに段けられているifilJLli!です。

砂定員 2(}8(先沼周〉 から6時 事務局ft(88)22∞へ 詳しくは、法務局相支局宮(67)

ナウンサー〉

砂定員初名〈先萄1翼〉

圏申し込み問い合わせ 電盾で

市民生活採消費生活係へ

砂揖所我孫子音察署通溺

砂対象 新小学3年ガら6年

圃申し込み・ 問い合わせ 往復ハ で制度施行百周年を迎えまし定。 イ戸市民の集い〉僚から社会福祉

ガキに学習叡室は住所、児童名、 供託とは「地代等の弁済金を受 施政霊備墨金にとチャリティーゴ

学経名、保護者名、電信番号を、 け取ってもらえない/金銭債権に ルフコンペの収益金18万7α氾円の

.泡叡室は住所、 氏名、年眠、電 ついて強制瓢行等ガされた」など 豊富旬ガありましだ。

|登山倶楽部会員|

|消費生活料理講習会I:詑込TZ233221涯におZおZL〉

砂田筒 2月22日〈金〉午前1(痛か ガキに住所、氏名、年齢、学年、 惨連絡先鈴木骨(84)0702

;25f宮zr52-J ZT志野三;22占宮 |婦人部業農備講習会競者l
~!II師川上忠吾氏〔料理研究家〉 の T我孫手篭察署防犯軍事告(82) ・6対象伎術や資信を身巳つけて

砂持8 三角きん、エプロン

砂定員 先怒沼48(受説鵡料〉

砂申し込み 問い合わ世 llIBdで

市民生活課消E宝生活訴へ

|ヤ-!II習会およぴ|
l ツ ヂ テスト

砂日程 3月 T目〈金〉から 4日

〈月〕市役所豆関前戸F後日筒出発

険協所尾瀬岩館スキー湯

砂定員 40名〈先151耳〕

修費用 3万吃，α氾円

砂申し込み目問い合わせ 往復ハ

ガキに住所、氏名、生年月日、電

信番号、性別、 r3月スキー講習会

希望J と明記のうえ、 自W2の 5

の23吉田万我孫予スキークラブ

務局ft(82)ω27へ

lr工業団地建設の課題J講演会|

0110内線2ωへ
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就擦を希望している婦人

砂科目〈内容〉 本経理事務〈漕E己

験定3級程度と2級程度) *ワ

4関ぬ分

惨線留目白週火曙午後6時から ドプロセツサ科 〈塞賢ガら3級

8筒、包巡工曜午後2時30分から 程度) *縫製剤〈動力ミシンによ

~t自所 主主孫子種察署道副島

砂 対 象 小 中学生〈先tt2(}8)

るスカート、ブラウスの縫製〉

砂定員各刺目2悦~(受講無制〉

惨受瞬期間 4月から6月頃まで
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」川
畑に関する僚彊 M'~年度にあたるため、固定資産

移章量建肢の事~J、賞金調達の 砂応募方活 2月28日〈木・消臼育 際悦台帳の縦覧期間〈例年3月 T

方法、工絹経営のノウハウについ 劾〕まで85版の用紙什校に 7作 白から20日)ガ、下記のとおり変

て腕演します。 局、 1人 3作白まで)1こ僧宙で懐笛 更となります。

砂日時 2月24日(日〉午後 11湾 を笛き、余白欄に住所、氏名、年 惨縦覧期間 4月 1日(同〉刀ら20

・ー場所商工会館 齢、性別、 E車業、句Bd番号を明記臼〈土〉まで

惨 隣師山村誠一氏(入纏照料〉 のうえ、〒T∞東京都干代田区:m ...縦覧鋼所問い合わぜ 課悦線

砂問い合わせ 我孫子市商工会2 ガ関Tの 2の 2の45厚生省保健医

(82)3131、市商工観光課 療局健康I由王室栄護課へ

ぉωへお尋ねください。

「明るい暮らしの股計」

簡易保険・郵便年金

新加入道動(2月28固まで)

一我孫子郵便局ー
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17@ 
月lrO配ごと相続=靖市民センヲ E∞-15∞ 

H~~ I :消費生活棚=市問問。肘5∞
，~市民図・館体III '7つつじiH事館 e蝿の曙掬睡体思

19火|培農EE量E諮お蓄を宮主主管到陪陸直

2({])水1:苦言語E552噌議首位15∞

相官年金制=市醐雌10:∞~叩21 ト 臨棚=つつじ削除12:∞
， ~市民図圃館湖北台布佐分館休館

22 金 I ~市民団・醐綿布目館休館

2~ 土 |:Z認ZE詰lfg腎結晶

24@1繍臨臨謀長官掛川1沼

25月

j三記五時前諮問1路 間

停脅27水li器ii器聖護静札附
ぎ 28明脚期限=口
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